
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弘願院寺報 『 安養 』 をご覧のみなさまへ 

「暑さ寒さも彼岸まで」というお言葉が今年は納得できるそんな時節であります。ついこの間に

綺麗な桜を見たかと思えば猛暑の夏が過ぎ、いつの間にか秋を迎え、また寒い雪の時期を迎え

ます。コロナ、世界の紛争、日本国内の様々な事象、心が定まらない我々にとって今年はまた 

一段とあっという間に時が過ぎる、そんな実感はございませんでしょうか。 

弘願院も皆さまのご理解ご協力を賜り、日に日に姿を変えております。昨年の庫裡側の工事

が終了し、この 9 月からはついに本堂側の修繕に入ります。足場を組んだり、作業をしていたり

と皆さまにはご不便おかけしますが、何卒ご理解賜りたく存じます。 

弘願院の風景は変われども、浄土宗のみ教え、お念仏のみ教え、は今までもこれからも変わる

ことはありません。仏さまのみ教えをこれからも大切にお取次ぎさせていただきます。 

 

弘願院住職 森岡 達圭 
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長
年
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
墓
地
の
雨
水
排
水
問
題
を
解
決

い
た
し
ま
し
た
。
地
面
を
掘
り
、
暗
渠
（
排
水
溝
）
を
巡
ら
し
、
雨
水
枡
を 

各
所
に
設
置
し
、
地
面
深
く
の
位
置
で
雨
水
を
浸
透
さ
せ
ま
す
。 

 

今
年
も
局
地
的
な
大
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
こ
の
工
事
の
お
か
げ
で
墓
地

が
水
没
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
雨
が
降
っ
て
も
気
兼
ね
な
く 

お
参
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

令
和
４
年
度
は
弘
願
院
の
本
堂
側
の
修
繕
で
す
。
屋
根
の
瓦
を
下
ろ
し
、

下
地
を
整
え
、
側
面
や
背
面
も 

板
張
り
に
変
わ
り
ま
す
。 

足
場
を
組
む
関
係
で
皆
さ
ま 

に
は
不
便
お
か
け
し
ま
す
が
何
卒 

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す
。
詳
細
は
下
記
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

上
記
期
間
中
は
弘
願
院
本
堂
側
の
修
繕
工
事
の
た
め
階
段
を 

降
り
て
本
堂
脇
の
通
路
が
足
場
設
置
の
た
め
通
行
が
困
難
な
状
態

で
す
。
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
迂
回
し
て
い
た
だ
き
、
弘
願
院

山
門
よ
り
お
寺
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
。
工
事
が
完
了
し
た
後
に
改
め

て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

お
車
の
駐
車
位
置
は
従
来
通
り
、 

裏
隣
の
「常
松
寺
（金
沢
市
野
町1

-3
-8

）」の
駐
車
場
で
す
。 

不
明
な
点
は
弘
願
院0

7
6

-
2

4
3

-
8

0
2

4

、
も
し
く
は 

住
職
携
帯
電
話0

8
0

-
5

3
4

0
-
5

1
0

8

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

注
意
事
項 

・
駐
車
位
置
は
Ａ
箇
所
も
し
く
は
Ｂ
箇
所
優
先
で
駐
車
く
だ
さ
い
。 

・
Ｃ
箇
所
の
忍
者
寺
駐
車
場
は
絶
対
に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
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♯弘願院檀信徒 I様 

♯弘願院檀信徒 K様 

♯弘願院檀信徒 O様 

♯弘願院檀信徒 H様 

 

 

 

 

弘願院 

 

 

令和 4年 4月～8月の数珠つなぎ 

 

檀信徒や有縁の方から多くの食品や日用品が弘願院に として集まっております。 

集まった食品や日用品は としてお寺に届けてくださった多くの方の とともに 

として支援を必要としている方や団体・個人の方へお届けしています。 

を通じて貧困問題・フードロスの問題を啓発し、 という言葉を言葉だけで

なく、実際にアクションを起こして支え合いに繋げるためにお寺として取り組んでいます。 

 

♯法船寺檀信徒 N様 

♯法船寺檀信徒 K様 

♯法船寺檀信徒 A様 

♯法船寺檀信徒 T様 

 

 

♯大蓮寺様 ♯成学寺様 

♯海禅寺様 ♯寿経寺様 

♯宝幢寺様  

♯石川県内個人様 43名 

♯郵送受け取り   3件 

 

食 品（お米・インスタント・缶詰・調味料等）82点 

お菓子（和菓子・洋菓子・ジュース等）74点 

日用品（マスク・ティッシュ・タオル・洗剤等）32点 

♯おおくわこども食堂様 

♯平和こども食堂様 

♯かないわみやのこし食堂様 

♯おてらおやつクラブ様 

 

個人・団体様へ 24件 

お届けさせていただきました！ 

♯金沢市役所生活支援課様  

♯石川県内 個人様 

♯サンかほく様（かほく市） 

♯柳橋子ども食堂様（羽咋市） 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

～ の距離が近い浄土宗のおてら～ 

 
弘願院は「持続可能な 

開発目標（SDGs）」を

支援しています。 

 金沢市とも SDGsに 

取り組むにあたり、 

パートナーシップを結ん

でいます。 

８
月
の
後
半
に
地
域
の
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
「
と
も
い
き 

て
ら
つ
ど
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
「
て
ら
つ
ど
」
と
は
、 

を
略
し
た
も
の
で
す
。 

を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
じ
て
、 

① 

参
加
者
同
士
や
世
代
間
の
交
流
を
図
り
、
敬
上
慈
下
の
心
（
目
上
の
人
を
敬
い
、
目
下
の
人
を
い
た
わ
る
心
）
を
育
む
。 

② 

地
域
の
伝
統
や
風
習
を
相
互
に
学
び
、
次
世
代
に
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
。 

③ 

様
々
な
「
孤
独
」
や
「
孤
立
」
の
解
消
に
努
め
、
お
寺
に
関
わ
る
有
縁
の
方
々
を
数
珠
の
よ
う
に
「
繋
げ
る
」
。 

と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
お
寺
で
行
う
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
浄
土
宗
で
大
切
に
し
て
い
る
四
項
目
を 

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

二
日
間
の
実
施
で
し
た
が
、
参
加
し
た
小
学
生
は
地
域
の
方
や
金
沢
大
学
の
学
生
さ
ん
と
共
に
水
引
体
験
や
お
寺
の 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寺
と
い
う
非
日
常
の
空
間
で
、有
縁
の
方
を
「
繋
ぐ
」 

取
り
組
み
を
今
後
も
企
画
・
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

発
行
年
月
日 

２
０
２
２
年
９
月
２
４
日 

発 
 

行 
 

者 

安
養
山 

弘
願
院 

住 
 

職 

森
岡 

達
圭 

 

〒921-8031 石川県金沢市野町 1-3-87  

Tel : (076) 243-8024  

mail : guganin.jodo@gmail.com 

 

ぐ          が ん        いん 

弘願 院 
弘願院のHPや各 SNSを

まとめた QR コードです。 


